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我孫子市石けん利用推進対策審議会 会議概要 

                                            

 

日  時  平成 24年 4月 26日（木） 午後２時から午後３時３０分 

場  所  市役所分館２階大会議室 

出席委員  澤田康夫、中野文重、阿曽亮一、廣瀨利助、竹中真里子 

竹山和代、塩畑博子、佐藤祐子、海老原美宣 

欠席委員  古谷正勝、井田貴子 

事務局   商工観光課長 杉山敦彦 

商工観光課消費指導担当 飯島洋子、岩脇恭子 

傍聴者   無し 

議  題 （１）会長・副会長の選出 

     （２）石けん利用推進事業報告 

     （３）石けん利用推進事業について 

                                            

  

開  会 

     市 長 挨 拶 

 

 

議  題（議事進行：会長、ただし会長選出までは商工観光課長） 

 

（１） ・各委員の自己紹介 

・会長・副会長の選出 

委員の互選により、会長に塩畑博子氏、副会長に佐藤祐子氏が選出された。 

     

 （２）石けん利用推進事業報告 

 

（事務局より報告） 

 

・石けん利用推進協議会委員から出前講座や夏休み親子学習会等以前に比べ機会が少

なくなっているが機会を捉え石けんの良さを伝えていきたいという意見が出された。 

     

 （３）石けん利用推進事業について 

 委員の意見交換がなされ、次のような意見が出された。 

  

・合成洗剤、化学物質のせいでアトピー、過敏症等がふえている。 

  ・3.11 大震災の時、ある浦安市民が使用済みの石けん液を植物に与えても枯れない等

石けんが自然や環境にやさしいことを実感したとの話を聞いた。 
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 ・手賀沼の自然環境を守り抜くためにも、多くの場所、多くの人々に発信しなくてはい

けない。 

・自然環境保全の為にも現有する緑を残していきたい。 

  ・我孫子市内の企業は洗剤に対する意識改善が必要ではないか。 

  ・「石けん」と言えば洗濯石けんや台所石けんと思われがちで石けんを使っていると思っ

ている人もハミガキ、シャンプー等への認識はなく合成洗剤を使っている人が多い。 

  洗うもの全てに「石けん」があることを知らせる必要がある。 

 ・7月はシャボン玉月間。合成洗剤と石けんの２種類の違いを啓発したい。 

 ・色々な情報を発信して、石けんの良さを伝えたい。 

 ・石けん利用推進協議会は熱心に活動しているが、市民は無関心である。 

・広報に我孫子市は石けんを推進していると言う視点から石けんの安全性や協議会の活

動など紙面を通しても市民に啓発したい。 

 

閉  会 


